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●点 鐘       会長 岩本 正樹 
●ロータリーソング  
         それでこそロータリー 
●高山中央ロータリークラブ職業倫理基準 
●ビジターおよびゲストの紹介 
平塚湘南ロータリークラブ 
            杉崎 一雄 様 
岐阜サンリバーロータリークラブ 
            水谷 俊彦 様 
●会長の時間     会長 岩本 正樹 
皆さんこんにちは、だんだ

ん気温も上がってきて、夏ら

しくなって参りましたが、皆

さん体調は如何お過ごしで

しょうか。これからは熱中症

対策が必要となって参りま

す。水分を充分とって頂き、

無理をなさらず、涼しい所で

過ごされるなど、ご自愛頂けたらと思います。 

さて、今年度の昼の通常例会もいよいよ今日で

最後となりました。昨年の今頃は本当に私なんか

で会長が務まるのか、大丈夫なんかと、私は勿論の

事、ほとんどの会員の皆様方は不安や心配に思っ

ておられた事と思いますが、何とか曲がりなりに

もここまで勤め上げる事が出来ました。これも一

重に皆様方のご協力の賜物と感謝いたしておりま

す。まだ来週の最終例会が残っておりますが、お礼

を申し上げさせて頂きます。一年間、本当にありが

とうございました。 

今日の例会は先週に引き続きクラブアッセンブ

リーでございますので、私も会長を経験させて頂

きました思い出やら、反省点、これからの提言など

を述べさせて頂いて、通常例会最後の会長の時間

とさせて頂きたいと思います。 私は今年度のク

ラブテーマを 「親睦」 ～例会に出席しよう～ 

とさせて頂き活動して参りましたが、これは昨年

３月の会長エレクトセミナーにおいて、篠原ガバ

ナーが地区方針として述べられた、「奉仕の心を未

来へつなげよう」、日本のロータリーは例会をとて

も大切にしていて「入りて学び、出でて奉仕せよ」

「例会の場で奉仕の理念を学び、外では奉仕の実

践を」、さらには、日本で大切にされてきた“ロー

タリー観”と“ロータリアン同士の親睦”を基盤に、

価値ある奉仕活動を通じて、立派なロータリアン

を育てることが大切である。ロータリーは『親睦・

学び・成長・奉仕』であると述べられました。私は

元々、私のキャラで一年間勤め上げるには「親睦」

としてワイワイやるしかないなと思っておりまし

たので、この篠原ガバナーの活動方針を聞いて、表

向きにはピッタリなガバナーのお考えやな、よし

これで行こうと、今年度のクラブのテーマを 「親

睦」 ～例会に出席しよう～ と決めて活動させ

て頂きました。その親睦に関しては、今年度も６回

計画させて頂きました夜の親睦例会でありますと

か、委員会単位の懇親会、またイベント終了後に行

った反省会やゴルフを楽しむ会など、小出親睦委

員長はじめ親睦委員会の皆さんや各委員長、今井

ゴルフ部長のご協力も頂きまして、 ほぼほぼ思

った通りやり遂げる事が出来て、会員相互の信頼

関係を築くのにも寄与出来たのではないかと思っ

ております。ただ、～例会に出席しよう～ につき

ましては、私が目標としていた出席率には残念な

がら至りませんでした。例会出席率を上げるとい

う事はそんなに簡単な事ではないことは初めから

分かってはおりましたが、一年間会長を経験させ

て頂きまして、ではどうしたら出席率が上がるか

と考えてみました処、先々週剱田さんも述べられ

ておられましたが、 折角ロータリークラブに所

属したからには、ロータリーの事をもっともっと

深堀して、ロータリーの理念のすばらしさを理解

する事が重要で、ロータリーの友情を大事にする

ことは勿論、自分の職場や家庭にもその理念を上

◆会長  岩本 正樹  ◆幹事  長瀬 栄二郎  ◆会報委員長 井ノ下 雄志 ◆会報担当 鶯塚 英雄 

 

 会員数 出席会員 出席数 Make-up 出席率 

本日 

1361 回 

55 名 55 名 40 名 ----- 72.73％ 

前々回 

1359 回 
54 名 54 名 41 名 1 名 77.78％ 
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手に取入れる姿勢を持って生活していけば、おの

ずとロータリークラブを大事に考えて、例会の出

席率も向上していくんだろうなという考えに至り

ました。正直、私は会長年度の一年間、この会長の

時間の原稿を作る為に多くの時間をさいてロータ

リーの事を復習し直しました。そしてそれなりに

理解が深まるにつれてロータリーの倫理観が宗教

とはまた少し違った、自分の会社や家庭にも馴染

み易い倫理観であることが分かってきました。私

はずっと皆さんと楽しくワイワイとやれればロー

タリーはそれでいいやという、そういう考えでお

りましたが、勿論それも本当に大事な事ではあり

ますが、それよりも深い、私たちロータリアンの人

生を良い方向に導いてくれる倫理観がロータリー

にはあることに、会長を経験させて頂いてかなり

遅くはありますが、ようやく気付く事が出来まし

た。ですので若い会員さんも少しでも早くロータ

リーの倫理観のすばらしさに気づいて頂き、それ

を実践して頂けたらと思います。そうすれば自然

と例会を大切と思うようになり、自分自身の例会

出席率も上がってくると思うのです。最後になり

ますが、どうか皆さん来月からの堀口年度以降、自

分の心の中に例会に対する優先順位を高く設定し

て頂いて、出席率を上げて頂きます事をお願い申

し上げまして、本日の会長の時間とさせて頂きま

す。ありがとうございました。 

 

●幹事報告     幹事 長瀬 栄二郎 
◎ＲＩ本部より 

・ザ・ロータリアン誌 

 

＜高山市青少年育成市民会議

より＞ 

・令和 6年度総会資料 

 

＜高山市民憲章推進協議会よ

り＞ 

・令和 6年度総会書面表決結果について 

 

＜会報＞ 

 ・下呂ＲＣ  ・高山ＲＣ 

 

●クラブアッセンブリー 
出席/プログラム委員会  
          委員長 岩垣内 亘 
以下の担当例会を担当しまし

た。 

5/10/16 IM の報告（5名の報

告） 

5/11/27 地区大会の報告（6

名の報告） 

6/3/25 会長エレクトの時間

（堀口裕之エレクト） 

6/4/22 地区研修・協議会の報告（6名の報告） 

報告者の皆様、快く受けていただきありがとうご

ざいました。 

 

会員基盤維持増強部門担当理事及び会員増
強委員会      委員長 高原 清人 
皆さんこんにちは、先日青少

年奉仕部門と会員基盤維持増

強部門との合同懇親会を開

き、親睦を深めて参りました。

今更かとは思いましたが、大

変有意義な会であったと思っ

ております。 

さて、まず初めに、会員基盤

維持増強部門についてお話いたします。基本方針

としては 1.新しい仲間を積極的に迎え、新会員と

の相互理解を築き、全ての会員が高山中央ロータ

リークラブへの帰属意識を深める。2.公共イメー

ジ/ＩＴ委員会と会員増強委員会との連携を図る

ことを指針として１年間活動して参りました。結

果入会者 4 名に対し、退会者 3 名という形として

は純増１名とはなっていますが、今後の課題とし

ては退会者を出さないために、理事・役員をはじめ

とし、推薦者や会員相互のコミュニケーションを

図ることが必要と思われます。 

さて会員維持増強/会員選考/職業分類委員会につ

いてですが、基本方針としては 1.会員純増１名を

目標とし、会員の維持増強に努める。2.会員同士の

信頼関係を深め、退会防止に努める。3.クラブの魅

力の再認識に努める。以上を指針として活動して

参りました。先程も申し上げましたが、結果として

は純増１名となっておりますが、退会防止に注力

を注ぐことが今後の課題かと思います。担当例会

におきましては「地区会員増強委員会カウンセラ

ー」であります、剱田廣喜さんにわざわざお越しい

ただき会員増強についてと言いますか、ご自身の

ロータリーでのサクセスストーリーについて卓話

をいただきました。また先般の例会で西田智さん

が入会セレモニーに参加され晴れて中央RC会員と

なられました。もう御一人上田和史さんも 6/17 の

例会より、新会員として参加される予定でござい

ます。本年はまだ 8 名の方をご承認いただいてお

ります。以上のように増強についてはほぼ順調に

推移しております。最後にオープン例会開催の件

でございますが、公共イメージ/ＩＴ委員会の今井

委員長のお力をお借りし実施いたしました。至り

ませんでしたが会員の皆様に１年間のお礼申し上

げると共に、私の報告を終わります。 
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公共イメージ／ＩＴ委員会 
          委員長 今井 哲也 
公共イメージ・IT委員会を預

かりました委員長の今井哲也

です。委員会メンバーは岩垣

津さん、鶯塚さん、高木さん

でした。基本方針として「当

クラブの事業活動を地域社会

に広め、イメージと認知度の

向上に努める。」を掲げ、一年

間活動させていただきまし

た。例会としては 10 月 23 日に新会員候補者を招

待し、当クラブの活動を知っていただく機会とし

ました。新人・中堅・ベテランそれぞれの立場鵜を

代表し、中屋さん・益田さん・剱田さんから「ロー

タリーと私」というテーマのもと、経験談や思いの

一端を語っていただきました。また、2月中旬には

高山 3RC 合同で、高山市民時報紙にロータリー特

集号を掲載いたしました。以上で活動報告とさせ

ていただきます。一年間ありがとうございました。 

 
奉仕プロジェクト部門担当理事及び社会奉
仕委員会      委員長 熊﨑 元康 
「奉仕プロジェクトの３委員

会と連携し地域社会の発展に

貢献できるよう努力する」を

基本方針として、７月３０日

未就学児を対象として、高山

図書館にてワークショップ及

び講演会を開催し、今後図書

館利用促進を目的として、ベ

ビーカー・エプロンシアターを贈呈しました 

この事業は補助金事業として地区に申請いたしま

した。 

また、社会奉仕委員会としては、奉仕活動について

理解を深める、を基本方針に、担当例会にて NPO 法

人さんしょうの会の皆さんに特殊浴槽の設置の必

要性を話して頂きました。その後、会員の皆様から

大変多くの寄付を頂き本当にありがとうございま

した。 

皆様のおかげを持ちまして、匠が丘にあります、

「きららの家」に設置できましたことを報告させ

て頂きお礼申し上げます。 

また、さんしょうの会理事として、月に一回例会終

了後にパンの販売にも毎回協力いただいておりま

すこと重ねてお礼申し上げます。 

最後に、中央の奉仕部門理事として、障がい者生活

介護施設「きらら」に対して、通年協力体制を維持

していただいておりますこと、報告申し上げます。 

 
 
 

国際奉仕委員会   委員長 益田 大輔 
         （代理 長瀬 栄二郎） 
2 月 26 日 平和について考える 

株式会社ステキバリエーション 

          常務取締役 小澤さやか様 

バングラディッシュよりzoomにて卓話頂きました。

会社の概要や理念、バングラディッシュの社会状

況と社会貢献活動、日本語学校の経営支援を通じ

た人材育成についてお話頂きました。他者との対

話を通じて他者理解から自己理解につなげ、会社

に対して主体性をもち、様々な不満をみんなで願

いに変える会社経営を志し、行動性や収益性の向

上を果たし、自走していく組織ビジョンが語られ

ました。 

 
ロータリー財団委員会  
          委員長 前越 路子 
ロータリー財団委員会は、委

員長前越、副委員長清水幸平

さん、委員橋本修さん、中田一

男さん、渡辺甚一さんで、始め

ました。 

ロータリー財団の寄付とポリ

オ．プラス寄付金のお願いで

は、会員皆様にご協力いただ

きありがとうございました。  

活動としては、１０月９日の高山祭の時、益田清風

高校のインターアクトと協力して、ポリオ根絶募

金を行いました。９月２１日に益田清風高校に伺

い、高校生たちにポリオとは何かを学んでもらっ

てから、募金活動に臨みました。高校生たちの元気

なお願いの声に、たくさんの注目を集め募金が進

みました。 

１1 月 13 日の担当例会で、DVD でロータリー財団

について学んでいただきました。毎年地区から卓

話講師を派遣してもらっていたのですが、今年度

からは各クラブで行ってくださいとのことで、研

修会で DVD をいただきました。 

また、３月１７日の雫宮祭で、高山ロータリークラ

ブと一緒に募金活動を行いました。当初予定して

いなかったので、急なお願いを皆様にしましたが

１０名の会員の方が参加してくださいました。 

来年度も引き続きわたくしが委員長を務めますの

で、皆様ご協力のほどよろしくお願いします。 

 
青少年奉仕部門担当理事及び青少年奉仕/
ＩＡ委員会     委員長 下田 徳彦 
         （代理 長瀬 栄二郎） 
青少年奉仕部門として青少年奉仕／インターア

クト委員会と米山記念奨学委員会の２つの委員会

を担当させていただき、基本方針である２つの委

員会活動を通じて地域の青少年奉仕活動の推進を
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意識して活動してきました。 

青少年奉仕／インターアクト委員会は、 

① 継続活動として「出前講座」を 9 月 13 日に

松倉中学校 2 年生徒 165 名を対象に講師に

会員22名と会員企業社員3名の 総勢25名

の協力をいただき実施しました。 

② 益田清風高校インターアクトクラブの生徒

10 名の協力をいただき、秋の高山祭におい

て八幡神社大鳥居付近で生徒と一緒にポリ

オ根絶募金を実施しました。 

③ 青少年交換事業については 3 月 11 日に地区

青少年交換委員会の河人宗寿委員長をお招

きし、「進級留学」についての卓話例会を実

施しました。 

一年間皆様のご協力のもと予定の事業を全て実

施する事ができ、改めて感謝を申し上げます。あり

がとうございました。 

 
米山記念奨学委員長 委員長 水口 邦博 
米山記念奨学委員会の活動報

告です。 

担当例会となりました、11 月

6 日に米山記念奨学生のボウ 

セイユウさんをお招きし、卓

話を行っていただきました。 

中国出身のボウさんは、岐阜

大学の工学研究科にて有機廃

棄物のエネルギー再生利用を

研究しており、将来的には日本の企業で働きたい

と述べておりました。 

昨今の国力低下を考えますと、まずは自国の若者

支援強化を優先すべきだと個人的には考えます。

また、円のレートや物価高を考慮した場合、現状の

支援額が適正なのかを改めて検証していただきた

いと思いました。 

１年間どうもありがとうございました。 

以上活動報告を終わります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 今年度は平塚湘南ＲＣのわがままに対応して下 

 さりました高山中央ＲＣの皆様の友情に感謝致 

 します。   平塚湘南ＲＣ 杉崎 一雄 様 

 本日はお世話になります。  

     岐阜サンリバーＲＣ 水谷 俊彦 様 

 平塚湘南ＲＣ 杉崎一雄様、岐阜サンリバーＲ 

 Ｃ 水谷俊彦様のご来訪を歓迎致します。杉崎 

 様にはクラブ交流に大変お世話になっており、 

 水谷様には剱田ＰＧを名誉会員としてお迎え頂 

 いております。本日はよろしくお願い致します。 

                役員理事一同 

 杉崎様、ようこそいらっしゃいました。久しぶり 

 にお元気なお姿を拝見しこちらまで元気になり 

 ました。どうぞごゆっくり。 

          中田 專太郎  島 良明 

 過日は誕生日及び結婚記念日祝いを頂きありが 

 とうございました。7月 13日（土）に義理の兄 

 である人間国宝 吉田玉男さんが高山にて文楽 

 の世界を披露致します（谷口裕和さんも共演）興 

 味のある方は是非とも足を運んでみて下さい。 

（日下部民芸館にて）       田中 雅昭 

 本日の例会は都合により欠席させ頂きます。 

 大変申し訳ありません。また、昨日のはぐるま会 

 にて優勝させて頂きました。41のハンディがあ 

 ったので多くの方の期待に沿えることが出来ま 

 した。             下田 徳彦 

 先日、長男のところに双子が生まれ孫が 3人に 

 なりました。元気に育ってくれる様にニコニコ 

 へ。              道下 利一 

 昨日のはぐるま会でのゴルフは、成績はダメで 

 したがハンディに恵まれそれなりに良い事があ 

 りました。当クラブの最終例会でのゴルフには 

 頑張り良い成績をと思いニコニコへ。 

                 平林 英一 

 昨日のはぐるま会では、島さんご指導ありがと 

 うございました。当たりませんでしたが、次回は 

 ワンツー・フィニッシュを目指しましょう。 

                  周 信夫 

 本日、議会にて早退させて頂きます。クラブアッ 

 センブリー国際奉仕委員会の報告の順番を変え 

 て頂き感謝です。        益田 大輔 

 昨日のはぐるま会にて少し頂きましたので。 

                 三枝 祥一 

 
 

 

＜ニコニコ BOX＞ 


